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山 村 浩 二 監 督 作 品   全 ８ プ ロ グ ラ ム  ＋ 特 別 プ ロ グ ラ ム
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山村浩二 監督作品  全８プログラム ＋ 特別プログラム

1. こどものために1　35分

　　『カロとピヨブプト』 ３話： おうち、サンドイッチ、あめのひ

　　『パクシ』 ６話： パクシけ、ハミガキ、いす、ソフトクリーム、のりもの、かえりみち

　　『キッズキャッスル』、『ホッキョクグマすっごくひま』、『あめふりくまのこ』

2. こどものために2　38分

　　『バベルの本』、『ふしぎなエレベーター』、『キップリングJr. 』、『どっちにする？』

3. 初期短編集　37分

　　『博物誌』、『小夜曲』、『上を向いて…』、『淡水』、『水棲』、『Ding Dong』

　　『天体譜』、『ひゃっかずかん』、『遠近法の箱 博士の探し物』

4. 虚と実　55分

　　『無花果』、『マイブリッジの糸』、『サティの「パラード」』、『水の夢』、『ゆめみのえ』

5. 不条理な世界　50分

　　『頭山』、『年をとった鰐』、『こどもの形而上学』、『カフカ 田舎医者』

6. 超小品集　47分

　　P.I.C.S.作品集：『地球肋骨男』、「Suitman」３話 、「Madog」4話、『REMtv: CARP』

　　トレーラー集：『Archive of Lights』、EPISCOPE、Animations creator & critics 

　　　　Miyu Productions Happy New Year 2022、アニマムンディ2008、『Nose』

　　　　イントゥアニメーション4、エチュード＆アニマ国際映画祭2023

　　『鐘声色彩幻想』、『おまけ』、『five fire fish』、『鶴下絵和歌巻』、『春の海』

　　『干支1/3』、『古事記 日向編』、『怪物学抄』、『とても短い』　

7. 『幾多の北』　65分

8. VR作品『耳に棲むもの』　約35分 （インタラクティブ） 

 ◎特別プログラム . . . 監督作以外（プロデュース作品等)の上映、トークイベント、etc.
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山村浩二     1964年生まれ。1987年東京造形大学卒業。『頭山』（2002）が第75回アカデミー賞に

ノミネート、「今世紀100年の100作品」の１本に選出。最新作『とても短い』がカンヌ映画祭監督週間

に選出。『カフカ 田舎医者』『幾多の北』など多数の作品が、アヌシーとオタワの国際アニメーション

映画祭で短編・長編グランプリなど、155を超える国際的な受賞をしている。50万部超のロングセラ

ー絵本「おやおや、おやさい」他100タイトル以上の絵本に携わる。川喜多賞、芸術選奨文部科学

大臣賞、紫綬褒章受章。映画芸術科学アカデミー会員、東京藝術大学教授。

公式サイト 

料金
一般  1,000円

中学 ・ 高校 ・ 大学 ・ 専門生  700円

小学生  500円

ハンディキャップ割引（付添1名様まで）  500円

テアトル会員割引  800円

VR作品 『耳に棲むもの』  13歳以上  1,000円（要予約）

山村浩二大全 「アはアニメーションのア」
協力 ： 国立映画アーカイブ／NHKエデュケーショナル／NHK エンタープライズ
　　　　  Yanai Initiative／P.I.C.S.Co.,Ltd.
共催 ： 東京テアトル／ヤマムラアニメーション
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